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地域をこえて「一緒につくる」を、日本中に。
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活動開始：2005年
法人化 ：2009年
認定取得：2016年

認定NPO法人サービスグラントについて
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社会的・公共的な目的のために、

職業上の経験や専門知識を活かした

ボランティア活動を意味します。

✓語源はラテン語のPro Bono Publico
（プロボノプブリコ：公共善のために）

ラテン語 英語 日本語

PRO For ～のために

Bono Good 善・いいこと

Publico Public 公共的な

もともとは・・・

弁護士など、法律に携わる職業の人々を中心に、
無報酬で行う公益活動として行われていました

#社会貢献
#越境学習
#リスキリング
#社外の出会い
#働き方見直し

プロボノについて
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NPO・地域団体が抱える運営上の課題解決を目指す「プロジェクト型支援」
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6,500名以上の参加者2,000件以上のプロジェクト

期間限定・明確な目標設定

支援先団体の基盤強化に役立つ

具体的な成果物を提供

主な支援分野：
情報発信・ファンドレイジング

業務改善・事業戦略 等

20代～60代企業人等
営業・システム開発・広報など

個人で取り組む チームで取り組む

サービスグラントのプロボノの特徴

プロジェクト型支援

NPO・地域団体、
町会・自治会、行政など
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地域のなりわいを体験し、地域を理解する

林業体験。山や地域の話を聞き、五感で
地域の現状を知る（長野県伊那市）

課題解決の成果物を作るため、地域の方々
にヒアリングを行う（長野県高山村）

地域の現状や活動について話を聞くと、
“他人事“ではなくなる（島根県益田市）

農業体験。地域資源の収穫を通して、リ
アルな暮らしに触れる（長野県高山村）

地域活動や、思いを聞き、具体的な成果物を届ける

課題解決型地域交流プログラムふるさとプロボノ＝

超高齢化・人口減少が進む中、地域をこえて「一緒につくる」を
日本中に広げることを目指し、取り組んでいます。
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関係人口施策の中でも“意外と”バリエーションが少ない

「3日」でも「3年」でもない「3ヵ月」の取り組み
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地
域
社
会
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト

プログラムの実施期間

地域おこし
協力隊

おためし協力隊
移住体験ツアー

地域おこし
協力隊

インターン

ふるさと
プロボノ
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事例①長野県高山村

ワインを通じた地域振興イベント情報発信支援
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長野県北東部に位置する、人口6700人弱の農山村。
信州高山村産のワイン用ぶどうを使ったワインを軸に、村の産
業発展を目指し、実りの秋に開かれる最大のイベントが「お
ごっそに乾杯！」です。実行委員会のリソース不足から、情報
発信に課題がありました。 「おごっそ」：ご馳走の意味

つかさん 40代
総合電機メーカー勤務

参加者

ウェブサイト発信強化
2泊3日の現地滞在

ワインぶどうの収穫のレクチャー

プロボノ活動：ウェブサイトの更新
今後の情報発信の強化施策の検討と提案

コーディネーター

信州高山村観光協会
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事例②兵庫県丹波篠山市

獣がい対策応援消費ネーミング開発・事業戦略提案
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兵庫県の丹波篠山地域では、獣がいを害と捉えるのではない発
想で、地域活性化に向けた資源として活用できないかと考えて
います。

その中で、獣がい被害を受けずに無事に育った野菜を購入する
ことを促すために獣がい対策応援消費の啓発に取り組んでいま
す。消費者視点でもっと魅力的な呼びかけを行うためのネーミ
ング開発が求められていました。

プロボノ活動： 消費者の共感を集めるネーミング開発
コーディネーター

丹波篠山つながり案内所
企画総務部ブランド戦略課

参加者

ひがっきーさん 50代
メーカー勤務

獣がい被害対策に注力
「さとえーる」の新名称を提案

ネーミング提案のプロジェクト終了後、他の2名のプロ
ボノ参加者により収益確保に向けたロードマップを提案
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事例③広島県北広島町

ICTツールを活用した木・薪の「在庫管理」設計
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森林面積が93%を占める北広島町芸北地域では、1991年から町
が実施した自然学術調査に携わった研究者から地域住民と連携
した環境保全の必要性が提起され、町民講座などを経て、西中
国山地自然史研究会が立ち上がりました。

豊かな山林の活用や生活の中でもっと木を使う暮らしの提案や
実践を進める中、大量の原木と薪の在庫の管理に課題を抱えて
おり、ICTを活用した解決を目指しました。

プロボノ活動：

ICTツールの選定、在庫管理の設計方法についてリサーチ、提案

Mさん、Tさん
起業家、ITコンサルタントなど
デジタルに特化したプロボノを
行う有志集団

コーディネーター

WAKU WAKU GAKKO
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地域と外部人材をつなぐ

社会参加プラットフォーム「G R A N T」（無償）

9

https://grant.community/

https://grant.community/
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支援ニーズ公開時
のイメージです。

マッチングされた方
と進捗を表示。
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で

「地域課題の解決」と

「新たな担い手の関わりしろ創出」を

同時に実現！
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